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論文内容の要旨
変位型の一次相転移であるマルテンサイト変態は前駆現象を伴い実験的，理論的立場から興味をもたれ
ている。本研究の目的は 構造的側面からマルテンサイト変態特にその微視的な相転移の起源を明らか
にすることにある。本研究では， Fe -Pd のマルテンサイト変態を精密な温度制御下で高分解能X線回折
及び中性子回折を用いて詳細に調べた。 Fe-Pd 合金は高温相として fcc 低温相として fct をとる乙
とが知られており，今までの多くの研究からその物性が比較的よく分かつている物質である。本研究lとよ
り Fe-Pd合金は fcc と fct の間の狭い温度範囲K新しい中間相をもつことが新しく判明した。乙の中間
相は， 2種類の違う tetragona1i ty をもっ格子を同時に含む“ two- tetragonal-mixed 相"とし
て特徴づけられる。乙の中間相の出現は， Falk と Barsch and Krumhans 1 fCよって導入された
収 crest-riding-periodon" の概念を拡張する乙とによって理解できる乙とを示した。次fC ， fcc • 
t wo-tetragonal -mi xed 相の転移点直上において，特徴的な Huang 散乱の増大を測定した。乙の
Huang 散乱の解析から，高温椙中に tetra耳onal embryo がランダムに分布しているとしてよく理解
できる乙とがわかった。以上の結果から， Fe -Pd のマルテンサイト変態に伴う微視的構造変化は，次の
4 つの温度範囲に分けて理解する乙とができる。 (1 )一様な fcc 相(II )tetragonal embryo が分布する
fcc 相 (m) two-tetragonal-mixed 相 (IV) twin 構造をもっ fct 相。
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論文の審査結果の要旨
同君の論文は弱い一次の相転移の特徴を持つ Fe-Pd 合金のfcc-fctマルテンサイト変態における前駆
現象を諮田に調べ，特に変態開始温度Ms の近傍に新しい混合状態が出現する乙とを見出し，その根擦に
ついても考究した結果を纏めたものである。
高分解能のX線回折 lとより，ブラッグ反射の位置と強度分布を精密に測定したと乙ろ， Ms 点において
約 1 0度の温度幅を持って 2種類の正方格子が混在する特異な状態を見つけた。乙の状態の諸特徴，温度
変化を詳しく研究した結果は最近のBarsch と Krumhanslの理論的予測とほぼ軌をーにしており，マル
テンサイト変態の現象中での新発見である。
一方， Ms 点より遥か上から見られる前駆現象を中性子散乱によって調べ，その結果が，微細なマノレテ
ンサイト相の核の分散状態であるとする他の研究者の観察と一致し また核に付随する周辺の格子歪み
を定量する事ができた。
乙れらの観測結果は弱い一次の相転移に相当する合金のマルテンサイト変態の特徴の一つである前駆現
象iζ新しい知見と精密なデータを与えたものであり，博士論文として価値あるものと認める。
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